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3月 16日（木）信更中学校の卒業証書授与式、閉校式、閉校記念碑の除幕式が挙行されました。 

◇卒業証書授与式 

最後の卒業生 6 人に小尾昭人校長から卒業証書が授与されました。

小尾校長の式辞では「私の希望を 2 つ伝えたい。1 つはどのような環

境、状況にあっても、そこで自分でできることを精一杯やってほしい。

2つ目は自分が幸せになることを願うと同時に、人の幸せを願う人にな

って欲しい」と卒業生に言葉を送りました。 

卒業生代表の畠山瑛太さんは「ここで学んできたことを忘れず、高校

でも頑張っていきたい」とあいさつされました。最後に卒業生 6名は体

育館の後ろに並び一礼して退場し、卒業証書授与式は終了しました。 

◇閉校式 

市教委主催の閉校式で荻原健司市長は、「生徒の皆さんどうか、歴史

と伝統のある信更中学校で学んだことを大切にし、今後も強く歩んで

行っていただきたい」と卒業生に語られました。また、来賓あいさつ

で、住民自治協議会の永井一俊会長は「子どもたちの教育環境を考え

閉校となった。学校がなくなることは寂しい限りだが新たな出発とと

らえ前向きな地域づくりを進めてまいりたい」と述べられました。 

校旗返納の後、丸山教育長の「74年の長きにわたり、地域とともに

生徒の夢と希望を育み、輝かしい伝統と数多くの功績を残した長野市

立信更中学校を、令和 5年 3 月 31 日をもって閉校することをここに宣言いたします」との閉校宣言をもっ

て閉校式は終了しました。 

◇除幕式 

閉校行事実行委員会の塚田今朝幸委員長はあいさつで「この記念碑を見

るたびに信更を思い直していただき、考えることがあったら自分たちでズク

を出してやっていただきたい」と述べられました。小尾校長の挨拶の後「信

更中学校ありがとう」の掛け声で除幕が行われました。 

74年間で 5,380人の卒業生を送り出し、令和 5年（2023）3月閉校となり

ました。 

ありがとう信更中学校 

 

 

 

 

 

信更中学校 74 年の歴史に幕 
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信更地区内で活動している団体が、地域力向上に資する事業を実施する場合、選考

委員会の選考により支援金を交付します。 
 

交付対象事業費：10万円以上（補助限度額は原則として 20万円） 

募 集 要 項：4 月に住民自治協議会及び市ホームページに掲載予定 
応 募 方 法：募集期間令和５年 4 月 28 日（金）～5 月 19 日（金） 

の間に事業計画書を信更支所に提出してください。 

問い合わせ先：長野市信更支所 電話２９９－２１１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TEL 026-290-3848 FAX 026-214-1181 

〒381-2353 長野市信更町田野口 235-1 

 
地域の皆様とのきずなを大切に 

 

 

☎290-4015 

 社会福祉法人あさひ福祉会 

☆介護でお困りの方は、お気軽にご相談ください！ 

居宅介護支援事業所 水 篠 橋 
〒381-2346長野市信更町安庭 537 番地 5  

 〇携帯 090-1793-9390 電話/FAX026-299-2678（北島） 

《令和４年度補助団体と事業内容》 

信更地区有害鳥獣対策協議会：埋設処理場整備事業  
交付額 100,000円 
有害鳥獣駆除を実施し、農作物や林業を守り、地域社会貢献のた
め、鳥獣埋設処理場を整備し、安全かつ安定的に事業を進めてい
ます。処理場等の整備に係る委託料の補助をしました。 
 

令和５年度 支所発地域力向上支援金事業募集 

灰原クーヘン会：花咲く展望台の整備  
交付額 170,000円 
アルプス展望が地区一番の山を「花咲く展
望台として整備し、地域に暮らす者が皆で
寄り合い親睦を深めることを目的としてい
ます。今年度は、皆で草を刈り、遊歩道と
広場の造成を行いました。 

信更若者会議：たけのこプロジェクト（田野口） 
交付額 100,000円 
山と林道の整備を行い、誰もが安全に山登りをし
て、山菜、筍採りができる環境を整えます。将
来、筍の加工、販売等を行っていく予定です。 

三水「阿吽の会」：三水仁王尊公園景観整備事業 
交付額 130,000円 
「県宝三水仁王尊」の荒廃地の解消を図ると共
に、遊歩道等の周辺環境を整備し、来訪者にアル
プス展望が楽しめる憩いの場を提供しています。
本年度はコンクリート工事費の補助をしました。 
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長野市は合併により山間地が多くある中で、それぞれの地区は今どういう状況であるか興味深い

ものです。そこで市の資料により各地域の状況をまとめてみました。山間地では「核家族化」により

農村風景が激変しています。この資料で山間地の大きな変化に関心を持ち生活したいものです。 

 

 

農村風景に関心を 長野市の山間地の現状 

地区名
人口

（人）

世帯数

（世帯）

荒廃農地

率（％）

空き家

（棟）

高齢化率

（％）

一人世帯

（世帯）

小田切 818 420 70.6 141 53.9 59

芋井 1,998 946 38.6 243 45.2 81

七二会 1,397 713 69.5 199 53.4 104

信更 1,800 866 48.7 119 54.9 125

戸隠 3,220 1,445 25.1 387 49.9 179

鬼無里 1,194 610 61.5 250 60.6 115

大岡 856 493 55.2 426 60.0 74

信州新町 3,626 1,756 57.5 552 52.9 298

中条 1,582 794 58.9 411 55.4 125

〇山間地の状況（人口、世帯は R4） 〇山間地の転入・転出（Ｒ4年度） 

・転入の多い地区は芋井の 55人、少ない地区は小田

切の 8人、信更は 25人。全体で 232人。 

・転出の多い地区は芋井の 65人、少ない地区は小田

切の 5人、信更は 29人。全体で 269人 37人減。 

 
〇平坦地の状況 

・平坦地で空き家の多い地区は篠ノ井の 643棟、

高齢化率の高い地区は長沼の 41.9％、一人暮

らし世帯の多い地区は篠ノ井の 901世帯。 

 

都市内分権 住民自治協議会について 

長野市は平成 18年に「都市内分権制度」を導入した。この制度はそれぞれの地域が抱える様々な課題に

対し、地域でできるものは地域が主体で取り組む制度です。 

この制度の導入の発端は、長野市は度重なる合併により市域が広くなり、行政だけでは地域が抱える課

題にきめ細かな取り組みが難しいため、多くの住民の参加を得て、課題に対して取り組んでもらい、財政

的な支援は市が行うものです。 

そしてその執行機関として、それぞれの地域に「住民自治協議会」を設置し、様々な分野で取り組んで

いるものです。 

 この制度の良さは、多くの住民が参加して住民が主体で施策をつくり取り組んでいるもので、行政は直

接介入しないことです。信更地区では福祉や教育などの部会を設け、各種団体を構成団体と協力団体とし

て一つの組織で運営しています。 

 また役員会は毎月、総会は年に一度開催し、きめ細かに取り組んでいます。信更地区が取り組んでいる

「移住事業」はこの都市内分権を原点に設置したものです。 

 協議会としては、多くの皆さんの声を事業に取り組んでいますが、更に積極的な声を提供していただき、

意義のある協議会運営に努めたいと思いますので、多くの皆さんの声をお願いいたします。 

 

〇長野市全体の状況 

人口   Ｈ24年の 387,826人に対し、Ｒ3年 373,989人で 13,837人の減少。 

世帯数  154,405世帯に対し、R3年は 162,595世帯で 8,190世帯の増加。 

出生率  3,263人に対し、R3年は 2,466人で 797人の減少。 

死亡   3,996人に対し、R3年は 4,359人で 363人の増加。 

転入転出 一年間で 416人の減で、山間地は 37人の減で市全体の 8.9％。 

学校   H18年から小中学校の休校、閉校数は 8校、今後閉校が確定しているものは 3校。 

 

事務用品 OA 機器 オフィス家具 

 

 

有限 

会社 

信州新町 新町 63 TEL 026-262-2229 
FAX 026-262-3351 

TEL 299－2416 

FAX 299－2138 

TEL 278-2268 FAX 278-9720 

建設機械修理全般・特定自主検査・車検整備 

ミツトモ 

松代町小島田 3549-5  永井 智達 

点検・整備お気軽にお問い合わせください 
営業時間午前 9 時～午後 4 時 

TEL/FAX 299 - 2458 

信更いっぽ工房 

        

おやき製造・販売 

地方発送（冷凍・冷蔵） 
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☎（026）290-3000 

 

3 月 5 日（日）大岡地区文化芸能祭に信更からス

コップ三味線「虹の会」が出演しました。 

3 曲演奏し、最後の「ジンギスカン」ではリズム

に合わせて手をたたいて聞いている人もおり、盛況

でした。 

 

信更・大岡・信州新町 

地区交流会 

福祉健康部会 

健康食講習会＆福祉健康講演会 於)信更公民館 

２月２１日(火) ９：３０～１２：００ 

 保健福祉推進員を対象にした管理栄養士の竹内裕子先生 

(田野口在住)のお話と調理実習「健康な体をつくるために 

～高血圧症を防ぐ食生活とは～」を開催しました。 

普段の食事の量や質・間食のとり方等について振り返り、 

自分や家族の健康を考える良い機会になりました。 

 また、午後は、信更地区の皆様を対象に 

「みんなで健康寿命を延ばす 地域へ」と題し、 

福祉健康講演会を開催しました。 

 理学療法士の栁澤光咲先生の実技を交えたお話から、 

元気な暮らしが続けられるよう皆で声を掛け合って、 

健康寿命を目指すことが大切だと改めて痛感しました。 

 
  

  

子育てほっとパーク 

２月１日(水) 世代間交流  

信更公民館共催 

 

 

 

 

 

 

３月８日(水) 一年の振り返りの会  

信更支所 
 

 

 

 

 

 

社会福祉事業活動紹介用紙作成 ３月８日(水) １３時～ 

 保健福祉推進員とボランティアの方に、今年度の福祉事業の

活動を模造紙にまとめる作業をしていただきました。 

 コロナ禍で事業が中止・縮小されましたが、感染症対策を行

いながら開催できた事業などを振り返りながら、作業は和気あ

いあいとスムーズに進み、大変良い仕上がりになりました。 

 この活動記録は長野市社会福祉協議会に提出後、戻り次第支

所１Fに掲示しますので、ご覧ください。 

   

 オレンジカフェと合同で世代間交流を行

いました。高野区在住の高野正彦様による

ギター生演奏、ペットロボット“ななみち

ゃん”とのふれあい、ご年配の皆様との交

流などで、寒い時期ですが心温まるひとと

きを過ごしてもらいました。 

ペットロボットのななみちゃんと楽しく遊びました(^^

♪ 

懐かしい曲を聞

いてください♬♬ 

ふくらはぎを 

気持ちよく 

伸ばしましょう～～ 
 

昆布水と自然塩を活用         

美味しく適塩ごはん(^.^) 

 

男性の皆さんを対象に、健康食講習会に引き続き 

竹内裕子先生のご指導のもと、料理教室を開催しまし

た。コロナ対策を行いつつ、参加者１２名は賑やかに

楽しくお料理を作ることができました。 

 思いの外、皆さん手際が良く早めの昼食会となりま

した。未だかつて味わったことがないアジアン風のメ

ニューで、味に感動しつつあっという間に完食してし

まいました。本日の経験をご家庭でも生かしてほしい

です。チャレンジしてみましょう!(^^)! 

７人のちびっ子がママと来てくれまし

た。賑やかなひとときを過ごしました。 
  一年の「振り返りの会」として開催し

ました。皆様の声をお聞きし、来年度に

向けより良い事業にしたいと考え、参加

者の皆様からたくさんのご意見ご要望を

いただきました。 

 この一年ご参加くださった皆様、 

陰で支えていただいたボランティア 

の方々のご協力に感謝いたします。 

 

 男性の料理教室 ２月２８日(火) 信更公民館 


